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 個別最適な学びと協働的な学び 

学習を、「授業者」（教師）の視点から「学習者」（子供）の視点で捉
え直した概念 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の授業でいえば・・・ 

 通常学級や自情障がい学級は、同じ目標に向かって学習を進めていきますが、支援を要

する児童には適切に 指導の個別化 を図りながら、授業を進めていきます。 

 また、ペアや対話等の活動を通して 協働的な学び ができるのではないでしょうか。 

 併せて、自分の調べたい学習に各自取り組む 学習の個性化 も実態次第では可能です。 

 知的障がい学級では、すでに個々の目指すものが違うので、一人一人に違ったゴールが

設定されることが多く、 学習の個性化 を図ることが大切になってきます。    

 

宿題や自主学習でいえば・・・ 

 理想は、実態や個々の意欲、興味・関心に応じた 学習の個性化 ばベストだと思いま

す。それを実現するためには本校にはあと少しＩＣＴ機器（タブレット）の活用を宿題に

取り入れる工夫をする必要があります。 

 宿題は、同様の内容になっても量の調整は担任の声かけで可能だと思います。児童一人

一人の実態に応じて、適切な支援をしてください。 

 自主学習については 学習の個性化  が可能な内容です。 

 私たちの意識も、個々の実態を大切にし、学びの状況を適切に見取り、子ども主体で誰

一人学びのこしのない学習活動にしていきましょう。 
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重点指標１ 

 授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいると思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の活動：教師の指示・発問等 ＝７：３ 
先生が話し過ぎると子どもは「聞けばいい」と

思ってしまいます。逆に、少し考える問いかけを

すると、子どもは自然と頭を動かし始めます。 

 

課題提示のコツは、「子どもが“自分事”として

受け取れる問いにすること」です。子ども自身が

“考えざるを得ない状況”をつくると、自然と主

体性が生まれます。 

 

令和９年 3月末の 

目標値 85.0 
 

 

 

 


